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1.  はじめに 
 
この文書は、S1S60000 の UDP 通信端点オープンとデータ送受信の基本手順を説明します。 
S1S60000 の UDP 通信端点をオープンする事により UDP/IP による S1S60000 とネットワーク機器との

データの送受信が行えます。 
 
 
2.  UDP 通信端点オープン前の設定 
 
あらかじめ S1S60000 の SYSTEM 通信端点をオープンして下さい。SYSTEM 通信端点のオープン方法

については、“アプリケーションノート ping 応答方法”を参照して下さい。ここでは IP アドレス
192.168.0.254 で SYSTEM 通信端点をオープンします。 
 
 
3.  UDP 通信端点のオープン 
 

S1S60000 は、4 つの UDP 用の通信端点（UDP0~UDP3）を持っています。ここでは UDP0（通信端点
番号 6）を使用して UDP 接続を行います。ホスト CPU と S1S60000 とのコマンド、ステータス、データ
の送受信については“ping 応答方法”を参照して下さい。 
この章ではホスト CPU から UDP 通信端点オープンを行います。手順は以下のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 UDP 通信端点オープンフロー 

ホスト CPU は、コマンドポートに open コマンド（0x0160：シーケンス番号 01、通信端点番号 6=UDP0、
コマンド番号 0=open）を発行して下さい。 
 
 

ホスト CPU S1S60000 

openコマンド

write ステータス

コマンドオプションパラメータ

ok ステータス
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S1S60000 は write ステータス（0x0161：シーケンス番号 01、通信端点番号 6=UDP0、ステータス番号
1=write）を返します。ステータスポートから write ステータスを読み出してください。ここでは特定の
通信相手を設定せずに通信を行うように、UDP 通信端点を相手の IP アドレス無効、相手のポート番号
無効、自身のポート番号有効（49152）、タイムアウト値無効でオープンします。オープンするパラメー
タを次のようにホスト CPU のメモリ上に作成しておき、データポートへ書き込んで下さい。 

表 3-1 コマンドオプションパラメータ設定値 

BYTE 書き込み値 内容 コメント 
0 0x00 
1 0x00 

固定値  

2 0x90 フラグ Bit7(active open)=1、 
Bit6(相手の IP アドレス無効)=0、 
Bit5(相手のポート番号無効)=0、 
Bit4(自身のポート番号有効)=1、 
Bit3(予約)=0、 
Bit2(タイムアウト値無効)=0、 
Bit1(予約)=0、 
Bit0(予約)=0 

3 0x00 固定値  
4 0x00 
5 0x00 
6 0x00 
7 0x00 

相手の IP アドレス 無効 BYTE2 Bit6により相手の IPアドレス
無効のため指定しません 

8 0x00 
9 0x00 

相手のポート番号 無効 BYTE2 Bit5 により相手のポート番号
無効のため指定しません 

10 0xC0 
11 0x00 

自身のポート番号 49152(0xC000) 

12 0x00 
13 0x00 

タイムアウト値 タイムアウト値無効 0 

14 0x00 
15 0x00 

固定値  

 
オプションパラメータをメモリに格納すると表 3-1 の BYTE0 がメモリの下位アドレスになります。 
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ホスト CPU タイプ別の書き込みデータ列は次のようになります。 

表 3-2 ホスト CPU タイプ別データ列 

ホスト CPU
タイプ データ列 

8bit 接続 
LittleEndian 

0x00,0x00,0x90,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0xc0,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00

8bit 接続 
BigEndian 

0x00,0x00,0x90,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0xc0,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00

16bit 接続 
LittleEndian 

0x0000,0x0090,0x0000,0x0000,0x0000,0x00c0,0x0000,0x0000 

16bit 接続 
BigEndian 

0x0000,0x9000,0x0000,0x0000,0x0000,0xc000,0x0000,0x0000 

* 8bit 接続時のアクセス順序：下位ポート→上位ポート 
 

ok ステータス（0x0163：シーケンス番号 01、通信端点番号 6=UDP0、ステータス番号 3=ok）が返れ
ば open コマンドの処理は終了です。 
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4.  データの受信 
 
この章ではネットワークから S1S60000 がデータを受信した場合のホスト CPU による読み出し手順を

説明します。手順は以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 ホスト CPU データ受信フロー 

 
 

S1S60000 はネットワークからデータを受信すると、ホスト CPU に arrive ステータス（0x006d：シー
ケンス番号 00、通信端点番号 6=UDP0、ステータス番号 d=arrive）を出力します。ホスト CPU は receive
コマンド（0x0262：シーケンス番号 02、通信端点番号 6=UDP0、コマンド番号 2=receive）を発行してく
ださい。receiveコマンドに対応する readステータス（0x0262：シーケンス番号02、通信端点番号6=UDP0、
ステータス番号 2=read）を返しますので、データポートから受信データを読み出してください。 

read ステータスオプションの先頭 2 バイトが受信データ長です。単位はバイトです、受信データ長
を nとすると、データポートから 16ビット単位で受信データを読み出す回数は nが偶数の時は n/2回、
n が奇数の時は（n+1）/2 回になります。8 ビット単位で受信データを読み出す回数は、n が偶数であ
れば n 回、奇数であれば（n+1）回になります。必要な回数だけデータポートを読み出してください。 

受信データが文字列“0123456789A”の 11 バイトのキャラクタコード（16 進）を IP アドレス 192.168.0.2, 
ポート番号 1039 の機器から受信した場合、次のようなデータ列が読み出せます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホスト CPU S1S60000

arrive ステータス 

receive コマンド

read ステータス

ステータスオプションパラメータ + 受信データ

ネットワーク 
接続機器 

UDP データ
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表 4-1 receive-read ステータスオプションと受信データの読み出し値 

BYTE 書き込み値 内容 コメント 
0 0x00 
1 0x0b 

受信データ長 受信データ 11 バイト 

2 0x63 フラグ Bit7（データ終了）=0、 
Bit6（相手の IP アドレス有効）=1、 
Bit5（相手のポート番号有効）=1、 
Bit4（unicast）=0、 
Bit3（制御フラグ無効）=0、 
Bit2（予約）=0、 
Bit1（データオフセット有効）=1、 
Bit0（データ全長 有効）=1 

3 0x00 固定値  
4 0xC0 
5 0xA8 
6 0x00 
7 0x02 

相手の IP ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.0.2 
（0xc0.0xa8.0x00.0x02） 

8 0x04 
9 0x0F 

相手のポート番号 1039 
（0x040f） 

10 0x00 
11 0x00 

固定値  

12 0x00 
13 0x00 

データオフセット  

14 0x00 
15 0x0b 

データ全長  

16 0x30 
17 0x31 
18 0x32 
19 0x33 
20 0x34 
21 0x35 
22 0x36 
23 0x37 
24 0x38 
25 0x39 
26 0x41 

受信データ 文字列“0123456789A” 
の 11 バイトのキャラクタコード（16 進）を受信 

27 0xXX padding データが奇数バイトなのでパディングします 
 
オプションパラメータをメモリに格納すると表 4-1 の BYTE0 がメモリの下位アドレスになります。 
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ホスト CPU タイプ別の読み出しデータ列は次のようになります。 

表 4-2 ホスト CPU タイプ別データ列 

ホスト CPU 
タイプ データ列 

8bit 接続 
LittleEndian 

0x00,0x0b,0x63,0x00,0xc0,0xa8,0x00,0x02,0x04,0x0f,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x0b
0x30,0x31,0x32,0x33,0x34,0x35,0x36,0x37,0x38,0x39,0x41,0xXX 

8bit 接続 
BigEndian 

0x00,0x0b,0x63,0x00,0xc0,0xa8,0x00,0x02,0x04,0x0f,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x0b
0x30,0x31,0x32,0x33,0x34,0x35,0x36,0x37,0x38,0x39,0x41,0xXX 

16bit 接続 
LittleEndian 

0x0b00,0x0063,0xa8c0,0x0200,0x0f04,0x0000,0x0000,0x0b00, 
0x3130,0x3332,0x3534,0x3736,0x3938,0xXX41 

16bit 接続 
BigEndian 

0x000b,0x6300,0xc0a8,0x0002,0x040f,0x0000,0x0000,0x000b, 
0x3031,0x3233,0x3435,0x3637,0x3839,0x41XX 

* 8bit 接続時のアクセス順序：下位ポート→上位ポート 
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5.  データの送信 
 
この章ではネットワークへ S1S60000 がデータを送信する場合のホスト CPU の手順を説明します。手

順は以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 ホスト CPU データ送信フロー 

ホストCPUは sendコマンド（0x0361：シーケンス番号 03、通信端点番号 6=UDP0、コマンド番号 1=send）
を発行してください。S1S60000 が write ステータス（0x0361：シーケンス番号 03、通信端点番号 6=UDP0、
ステータス番号 1=write）を返しますので、データポートにコマンドオプションパラメータと、それにつ
づけて送信データを書き込んでください。ここでは文字列“0123456789A”の 11 バイトのキャラクタコ
ード（16 進）を IP アドレス 192.168.0.2, ポート番号 1039 の機器に送信します。 
 
 
 
 

write ステータス

send コマンド

コマンドオプションパラメータ + 送信データ 

ok ｽﾃｰﾀｽ 

ホスト CPU S1S60000 ネットワーク 
接続機器 

UDP データ
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表 5-1 コマンドオプションパラメータと送信データ値 

BYTE 書き込み値 内容 コメント 
0 0x00 
1 0x0b 

送信データ長 送信データ 11 バイト 

2 0x60 フラグ Bit7（データ終了）=0、 
Bit6（相手の IP アドレス有効）=1、 
Bit5（相手のポート番号有効）=1、 
Bit4（unicast）=0、 
Bit3（制御フラグ無効）=0、 
Bit2（予約）=0、 
Bit1（データオフセット無効）=0、 
Bit0（データ全長 無効）=0 

3 0x00 固定値  
4 0xc0 
5 0xa8 
6 0x00 
7 0x02 

相手の IPアドレス 192.168.0.2 
（0xc0.0xa8.0x00.0x02） 

8 0x04 
9 0x0f 

相手のポート番号 1039 
（0x040f） 

10 0x00 
11 0x00 
12 0x00 
13 0x00 

固定値  

14 0x00 
15 0x00 

データ全長 送信データが UDP 通信端点の最大長 556 バイト
以上であれば全体の大きさを設定します 

16 0x30 
17 0x31 
18 0x32 
19 0x33 
20 0x34 
21 0x35 
22 0x36 
23 0x37 
24 0x38 
25 0x39 
26 0x41 

送信データ 文字列“0123456789A” 
の 11 バイトのキャラクタコード（16 進）を受信 

27 0xXX padding データが奇数バイトなのでパディングします 
 
オプションパラメータをメモリに格納すると表 5-1 の BYTE0 がメモリの下位アドレスになります。 
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ホスト CPU タイプ別の書き込みデータ列は次のようになります。 

表 5-2 ホスト CPU タイプ別データ列 

ホスト CPU 
タイプ データ列 

8bit 接続 
LittleEndian 

0x00,0x0b,0x60,0x00,0xc0,0xa8,0x00,0x02,0xc0,0x01,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00

8bit 接続 
BigEndian 

0x00,0x0b,0x60,0x00,0xc0,0xa8,0x00,0x02,0xc0,0x01,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00

16bit 接続 
LittleEndian 

0x0b00,0x0060,0xa8c0,0x0200,0x01c0,0x0000,0x0000,0x0000, 
0x3130,0x3332,0x3534,0x3736,0x3938,0xXX41 

16bit 接続 
BigEndian 

0x000b,0x6000,0xc0a8,0x0002,0xc010,0x0000,0x0000,0x0000, 
0x3031,0x3233,0x3435,0x3637,0x3839,0x41XX 

* 8bit 接続時のアクセス順序：下位ポート→上位ポート 
 
 16 ビット単位で送信データを書き込む回数は、送信データ長 n（byte）が偶数の時は n/2 回、n が奇数
の時は（n+1）/2 回になります。 
ここでは、送信データ長 n =11 なので、データポートへ 16 ビット単位で送信データを書き込む回数は

（n+1）/2 = 6（コマンドオプション 16 バイト/2=8 と合わせて 14 回の書き込み）となります。 
8 ビット単位で送信データを書き込む回数は、n が偶数であれば n 回、奇数であれば（n+1）回になり

ます。write ステータスのかわりに busy ステータス（0x0467：シーケンス番号 04、通信端点番号 6=UDP0、
ステータス番号 7=busy）が返ることもあります。この場合は S1S60000 の内部バッファが足りない状況
です。すでに arrive ステータスを受け取っているか、send コマンドの発行しすぎだと思われます。先に
receive コマンドを発行するか、しばらく時間待ちするなどしてください。 
 
 
6.  UDP 通信端点の使用終了 

 
ホスト CPU から close コマンド（0x0564：シーケンス番号 05、通信端点番号 6=UDP0、コマンド番号

4=close）を発行してください。S1S60000 は ok ステータス（0x0563：シーケンス番号 05、通信端点番号
6=UDP0、ステータス番号 3=ok）を返します。 
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